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5 推進に向けて

●いのち支える自殺対策推進連絡会議
　「いのち支える自殺対策推進連絡会議」を設置し、関係部署における所属長が
集まる連絡会議において定期的に計画の進行管理や評価を行います。

●いのち支える自殺対策ネットワーク
　関係各課が所管事業について自殺対策を推進する視点で取り組むとともに、
関係機関とネットワークを構築し、連携・協力しながら事業の展開を図ります。

6 相談窓口一覧

●こころの健康相談窓口
府中町 健康推進課 月曜日～金曜日　8:30～17:15

（祝日・年末年始を除く）

月曜日～金曜日（予約制）
9:00～17:00
（祝日・年末年始を除く）

※ 保健師による相談
※ 医師等による相談は、相談日が決まっており、 
    事前予約が必要

月曜日・水曜日・金曜日
9:00～12:00、13:00～16:30
（祝日・年末年始を除く）
精神科医による相談は毎月第2、第4金曜日

☎082‒286‒3255

☎082‒513‒5521

☎082‒884‒1051

西部保健所広島支所

総合精神保健福祉
センター

広島県

●こころの悩みの電話相談
広島いのちの電話

県自殺予防いのちの電話

全国自殺予防いのちの電話

こころの電話

よりそいホットライン

24時間（年中無休）

24時間（年中無休）

毎月20日の8:00～20:00 通話料無料

毎月10日の8:00～翌8:00 通話料無料

☎082‒221‒4343

0120‒375‒568

0120‒783‒556

☎082‒892‒9090

0120‒279‒338



1 計画の基本的な考え方 2 府中町の自殺の現状と課題

3 評価項目と評価指標

4 数値目標

評 価 項 目 評 価 指 標

いのち支える自殺対策推進連絡会議の開催

町職員のゲートキーパー（※1）研修会の受講率

自殺に関する正しい知識の普及啓発の実施

不安や悩みを相談できる人が「いる」人の増加

いきいき百歳体操等の高齢者の居場所の増加

生活困窮者自立相談支援会議の開催

年1回以上の開催

75％以上

啓発の実施

90％以上 （※2）

※1　自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を図ることができる人のこと
※2　アンケート調査（平成30年 86.6％）　　　　※3　平成31年1月現在12団体

※4　国の自殺総合対策大綱における全国の数値目標は、平成38年（2026年）までに、自殺死亡率を平成27年
　　　（2015年）と比較して30％以上減少させること（平成27年18.5 ⇒ 13.0以下）が掲げられています。

25団体以上 （※3）

年1回以上の開催

基本認識 ● 自殺は、その多くが追い込まれた末の死である
● 自殺に追い込まれるという危機は、誰にでも起こりうるものである
● 自殺の背景には、精神保健上の問題だけでなく、様々な社会的要因がある
● 自殺対策は、町全体が連携・協働して取り組み、悩みや問題を抱える人に
　 早期に気づき、専門家につなぎ、支え助け合うことが重要である

● 平成２４年～平成２８年までの５年間の年間平均自殺者数は9.4人となっている
● 自殺死亡率（人口１０万人当たりの自殺による死亡率）は18.2となっており、
　 全国平均（19.8）、広島県平均（19.7）と比べて低い値であるものの
　 未だ毎年尊い命が自らの手で失われ続けている

● 自殺の要因は複合的であるが、健康問題・経済問題が大きな要因を占める
● 高齢者は他の年代に比べ健康問題を抱えており、孤立しがちである
● 男性40代～64歳は他の年代に比べ経済問題を抱えている
● 男性40歳以上は相談できる人が「いる」割合が他の年代に比べ低い

町、関係団体、町民等が連携・協働して自殺対策を
推進することが必要です。自殺対策にかかる支援・
相談機関等のネットワークの強化を図ります。

① ともに支え助け合う地域づくり
② 相談支援機関等の連携推進

問題を抱える人に対して、早期に「気づき」、
必要な専門家に「つなぐ」ことができるように
するため、人材育成を推進します。
① 自殺のサインに気づき、
    専門家につなぐことのできる人材の育成
② 相談体制の整備と関係者の資質向上

自殺に関する正しい知識を学び、理解を深めるよう
普及啓発を行います。誰にどうやって助けを求めれば
よいかという「SOSの出し方」についても周知します。
① 自殺やこころの健康に関する
    正しい知識の普及啓発
② 児童生徒のSOSの出し方に関する教育や
    相談窓口の利活用に関する周知活動

学校や家庭、職場などにおける悩みや問題を抱えている
人を孤立させない居場所づくりに努めます。
子ども・若者・高齢者への支援、生活面や健康面などの
相談支援の充実を図ります。
①生活・経済に関する悩み相談支援の充実
②子ども・若者・高齢者への支援の充実
③健康に関する支援の充実
④家庭・職場における支援の充実

高齢者は健康に関する問題を抱えやすいだけでなく、
閉じこもりや抑うつ状態、孤立状態に陥りやすいため、
居場所づくり等の施策を推進します。
① 病気などの健康の問題への対応
② 孤立の問題への対応

生活困窮者は、多様な問題を複合的に抱えている
ことが多く、本人だけでは解決が困難な状況に
置かれている可能性があります。関連施策と連携し、
生きるための包括的な支援を推進します。

基本目標1
地域における連携推進
及びネットワークの強化

基本目標3
町民への啓発及び
周知活動の推進

基本目標4
生きることの
促進要因への支援

基本目標2

現 状

課 題

自殺対策を支える
人材の育成の推進

重点目標1
高齢者対策 生活困窮者対策

重点目標2

①消費生活に関する相談の実施
②中小企業の相談受付の実施
③生活福祉資金の貸付

人 男女別自殺者数の推移 

現状：平成27（2015）年　　12人
目標：平成36（2024）年　　6人以下

50％
減少（※4）

自　殺　者　数
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